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1. 肺線維症の 1剖検例
久保田憲子，長尾啓一(千大・肺研内科)
症例は64歳の男。昭和42年，胸部X線写真上異常を発
見され， 47年より乾性咳撒出現。 49年より血痕出現。 51
年に気管支拡張症の診断を受けた。昭和53年5月，当科
入院時，乾性咳胤労作時呼吸困難あり。将状指もみら
れ，両側背下部で、ベノレクロ音聴取。胸写ではびまん性の
粒状綱状陰影がみられた。検査成績では LDHは軽度
上昇， ESR 13mm/h，CRP (ー)， RA (-)， r-g1 15% 
であった。肺機能では拘束性障害を示し，軽度の低酸素
血症もみられた。 80日間の入院中，陰影の増強がみら
れ，ステロイド投与。減量中症状増悪し， PEEPする
も呼吸不全にて死亡。剖検では肺は硬度を増し，表面に
結節状隆起あり，害IJ面で気管支の拡張と肺炎像もみられ
た。組織では肺胞壁に中等度の線維化傾向と， リンパ球
漫潤による細胞性肥厚がみられた。同時に好中球が肺胞
腔内に浸出するという新しい変化もあり，これは気管切
聞に起因するこ次感染と考えられ，本剤は原因不明の肺
線維症と診断した。 
2. 肺癌と肺線維症の合併した 1症例について
鈴木公典，山岸文雄(千大・肺研内科) 
55歳，男性，農業，来院 4カ月前より咳l股が出現し当
・科受診。胸部X線写真にて全肺野に粒状綱状陰影及び右
下肺野に腫癌陰影が認められた。諸検査，肺線維症兼扇
平上皮癌と診断された。住民検診の胸部X線写真にでも
全肺野に粒状網状陰影が認められ，肺線維症の存在が考
えられた。文献的考察から肺線維症が肺癌発生の基盤と
なる可能性も考えられ，肺線維症患者の経過をみていく
上で肺癌の検索も重要であると思われる。 
3. Eaton-Lambert症候群が疑われた小細胞癌の 1 
otl 
得丸幸夫，椙田 隆(千大・肺研内科)
癌に合併した筋無力様症状は， 1956年 Eatonおよび 
Lambertにより報告され，以来 Eaton-Lambert症候
群として重症筋無力症と区別されているが，本症候群は
肺癌に合併することが多く，腫療の発見される以前に出
現することもある。我々は，腫場発見の約 6ヶ月前より
筋無力症状を示し， Co照射および METVFC療法を
行なうも軽快せず，特長ある筋電図所見を示し， Eaton-
Lambert症候群を疑われた小細胞癌の 1症例を経験し
た。 
4. 長期呼吸管理にて救命し得た感染合併肺気腫の症 
{9tl 
内藤隆，斉藤康栄(千大・肺研内科)
症例は69歳男性，労作時の呼吸困難を主訴に入院。臨
床診断は肺気腫及び巨大嚢胞。入院後の右心カテ}テノレ
の結果では二次性の肺高血圧症が認められた。右心カテ
ーテノレ後肺炎に擢患し倉~/t:生呼吸不全に陥った。気管切開
後 Respiratorを装着し，また抗生剤による治療にて急
性呼吸不全は軽快したが Respirator離脱が困難となっ
た。そこで Doxapramを 2mg/kg/hourで weaning
中及び夜間に投与した結果著明な換気量の増大を見，離
脱に成功した。 
5. 肺，脳転移を主症候とした高齢者繊毛上皮癌の 1 
otl 
小沢卓夫，長尾啓一(千大・肺研内科) 
65歳女性。主訴は血疾，息切れ，恒気。分娩歴:第 1
子流産後。正常分娩 5因。最終分娩は30歳。胸部X線写
真で多発性の腫癌陰影が認められ，ダプリング・タイム
は18日。尿中 HCG24000単位と高値を示し，繊毛癌と
診断された。化学療法を行うも脳症状，肺症状は改善せ
ず死亡。本例は最終分娩より 35年，閉経より 13年経た65
歳の高齢婦人に発生した繊毛癌で，非常に稀な 1例であ
る。
